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f ∈ L2(R2), a ∈ Rに対して，
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を f のジャイレーター変換と呼ぶ．これは 2000年に “cross gyrator”という名前で発表され [3]，現在で
は光学を始めとした工学分野で用いられる変換である．
一方，f ∈ L2(R2), α = (α1, α2) ∈ R2に対して，その分数べき Fourier変換は

F (α)[f ](ω) =

∫∫
R2

f(x)Kα(x, ω)dx

で定義される．ここで積分核はKα(x, ω) = Kα1(x1, ω1)Kα2(x2, ω2)．
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で与えられる．これは一般の Fourier変換の拡張になっており，1980年に発表された [2]．本講演では，
このジャイレーター変換と分数べき Fourier変換との関連について得られた結果を紹介する．特に分数
べき Fourier変換から導かれる，ジャイレーター変換の特徴づけ（他の変換との関係，満たすべき微分
方程式など）について紹介する．さらに，ジャイレーター変換の超関数への拡張についても報告する．
なお，本研究は香川智修氏（公立諏訪東京理科大学）との共同研究 [1]に基づく．
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